
来
た
る
玉
竜
旗
！ 

玉
竜
旗
ま
で
残
り
わ
ず
か

と
な
っ
た
。
７
月
２
日
に
玉

竜
旗
の
壮
行
会
・
激
励
会
が

本
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
方
が
応
援
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
稽
古
に
は
多
数
の

先
輩
・
先
生
方
が
参
加
し
て

下
さ
り
、
生
徒
た
ち
は
改
め

て
玉
竜
旗
に
向
け
て
頑
張
る

気
持
ち
が
湧
い
た
と
感
じ
ま

す
。
昨
年
は
、
女
子
が
２
回

戦
、
男
子
が
１
回
戦
と
良
い

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
今
年
は
全
力

を
か
け
て
挑
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
３
年
生
に
と
っ
て
良

い
試
合
と
な
る
よ
う
に
期
待

を
込
め
て
。 

【
剣
道
部
Ｏ
Ｇ
よ
り
玉
竜
旗
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
】 

剣
道
部
第
１
２
期
生 

三
角
真
由
美
（
旧
姓
山
田
） 

 

志
摩
引
津
小
学
校
→
志
摩
中
学
校
→
筑
前
高
校
→
筑
紫
女
学
園 

福
岡
医
療
専
門
学
校
柔
道
整
復
科
入
学
→
中
央
区
佐
々
木
整

骨
院
勤
務
→
令
和
４
年 

城
南
区
別
府
に
て
三
角
整
骨
院
開
業 

 

私
に
は
上
は
大
学
３
年
生
か
ら
下
は
小
学
５
年
生
ま
で
４
人

の
子
供
が
い
ま
す
。
日
々
の
家
事
と
仕
事
に
追
わ
れ
な
が
ら
、
毎

年
こ
の
暑
い
時
期
に
な
る
と
高
校
剣
道
部
時
代
を
思
い
出
し
ま

す
。
厳
し
く
も
ま
だ
剣
道
を
楽
し
む
余
裕
が
あ
っ
た
中
学
生
ま

で
の
私
は
、
高
校
で
も
剣
道
部
に
入
ろ
う
か
な
ぁ
と
漠
然
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
筑
前
高
校
に
入
学
が
決
ま
り
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
た
春
休
み
。
一
本
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
入

学
前
か
ら
中
学
の
制
服
を
来
て
筑
前
高
校
へ
稽
古
に
行
く
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。 

当
時
の
剣
道
部
の
顧
問
は
（
故
浅
田
青
児
先
生
）
、
私
の
祖
父

の
高
校
の
教
え
子
で
あ
り
ま
し
た
。
入
学
者
名
簿
を
見
て
孫
の

私
の
名
前
を
見
つ
け
連
絡
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
や
さ
し
く
誘

わ
れ
た
の
で
行
っ
て
み
る
と
、
翌
日
か
ら
防
具
を
持
っ
て
長
崎

県
へ
の
遠
征
に
つ
い
て
来
る
よ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。 

剣
道
一
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
無
理
に
剣
道
を
さ
せ
ら
れ
た

わ
け
で
も
な
く
（
む
し
ろ
女
の
子
だ
か
ら
し
な
く
て
よ
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
）
試
合
の
勝
敗
や
運
び
に
つ
い
て
厳
し
く
言

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
筑
前
高
校
を
受
験
し
た

時
も
、
浅
田
先
生
が
顧
問
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
ず
に
い
ま
し
た
。

祖
父
は
知
っ
て
い
た
の
か
知
ら
な
か
っ
た
の
か
私
に
は
何
に
も

言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
入
部
を
決
め
た
時
に
あ
い
つ
は
真
面
目

だ
か
ら
つ
い
て
い
き
な
さ
い
、
と
だ
け
言
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

中
学
で
は
大
会
で
名
前
を
残
し
た
こ
と
も
な
い
私
が
、
高
校

２
年
の
夏
に
中
部
地
区
予
選
を
突
破
し
、
個
人
戦
で
県
大
会
に

進
み
、
玉
竜
旗
で
は
二
回
戦
で
五
人
抜
き
を
果
た
し
ま
し
た
。
ど

の
試
合
も
あ
ま
り
に
夢
中
で
内
容
は
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
ま
せ

ん
。
抜
い
て
や
ろ
う
、
勝
っ
て
や
ろ
う
な
ど
と
は
考
え
ず
、
た
だ

自
分
の
得
意
技
で
あ
る
出
小
手
を
叩
き
込
む
こ
と
に
集
中
し
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
実
際
、
県
大
会
出
場
を
決
め
た
時
も
試

合
を
全
て
終
え
た
時
に
知
り
ま
し
た
。
玉
竜
旗
で
五
人
抜
い
た

時
も
共
に
戦
っ
た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
歓
声
と
拍
手
で
試
合
を
終

え
た
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
負
け
る
か
も

し
れ
な
い
な
ど
と
は

思
わ
ず
、
た
だ
、
厳
し

い
稽
古
を
重
ね
て
き

た
こ
と
、
誰
よ
り
も

き
つ
い
思
い
を
し
て

き
た
こ
と
の
自
信
だ

け
で
前
へ
前
へ
出
て

行
っ
た
と
思
い
ま

す
。
お
前
は
背
が
低

い
か
ら
腕
も
足
も
短 

い
ん
だ
か
ら
、
相
手

が
一
打
つ
間
に
二
打 

て
。
二
打
た
れ
た
ら

三
打
た
な
い
と
だ
め 

だ
。
毎
日
毎
日
言
わ
れ
る
言
葉
と
い
つ
ま
で
も
終
わ
ら
な
い
掛

か
り
稽
古
。
切
り
返
し
も
５
０
本
１
０
０
本
を
何
度
も
繰
り
返

し
、
家
に
帰
り
着
く
と
玄
関
先
で
寝
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
二
年
生
の
１
年
間
は
浅
田
先
生
に
加
え
、
本
校
三
期
生
の

樋
口
謙
先
生
、
現
在
中
学
校
教
師
の
清
水
克
則
先
生
の
３
人
体

制
で
し
た
。
試
合
で
結
果
を
残
し
た
こ
の
時
は
怖
い
物
知
ら
ず

で
、
思
い
切
っ
て
試
合
に
臨
め
て
い
ま
し
た
が
、
三
年
生
の
時

は
皆
に
期
待
さ
れ
て
い
た
重
圧
と
我
が
身
の
守
り
に
入
っ
た
た

め
、
良
い
結
果
を
残
す
こ
と
な
く
引
退
し
ま
し
た
。
自
分
の
弱

さ
を
改
め
て
感
じ
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
努
力
が
必
ず
報
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
知

り
、
こ
れ
も
良
い
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

今
ま
で
の
人
生
で
高
校
の
三
年
間
よ
り
き
つ
い
思
い
を
し
た

こ
と
は
、
４
８
歳
の
現
在
も
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。 

私
の
人
生
に
と
っ
て
大
事
な
大
事
な
三
年
間
で
し
た
。 

私
が
高
校
時
代
の
剣
道
で
得
た
も
の
は
玉
竜
旗
で
五
人
抜
い

た
こ
と
で
は
な
く
、【
自
分
に
悔
い
を
残
さ
な
い
稽
古
が
で
き
た

こ
と
】
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
目
の
前
の
事
か
ら
逃
げ
ず
、
き

つ
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
辞
め
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
玉
竜
旗
は
も
う
始
ま
り
ま
す
。
悔
い
を
残
す
こ
と
の
な
い

稽
古
を
最
後
ま
で
続
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
そ
ん
な
自
分
を

信
じ
て
く
だ
さ
い
。 

筑
前
高
校
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
！ 

-思無邪- NO.18       

 

  

  

２０２３年 7 月号 

 
 

参
加
者
一
覧 

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ 

〇
若
松 

猛 
 

様
（
第
１
期
生 

Ｏ
Ｂ
会
会
長

） 

〇
木
龍 

秀
孝 

様
（
第
２
期
生 

Ｏ
Ｂ
会
副
会
長

） 

〇
山
下 

忠
泰 

様
（
第
２
期
生
） 

〇
三
島 

茂
之 

様
（
第
３
期
生
） 

〇
小
林 

貴
博 

様
（
第
３
期
生
） 

〇
杉
野 

正
裕 

様
（
第
４
期
生 

Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
長

） 

〇
平
川 

忠
久 

様
（
第
９
期
生
） 

〇
古
森 

修
一 

様
（
第
１
２
期
生
） 

〇
草
野 

英
也 

様
（
第
２
５
期
生
） 

〇
西 

 

雄
一
郎
様
（
第
２
６
期
生
） 

〇
渕
上 

麻
衣 

様
（
第
３
８
期
生
） 

〇
山
下 

実
彩
乃
様
（
第
３
９
期
生
） 

〇
袈
裟
丸 

湧
太
郎
様
（
第
４
０
期
生
） 

〇
岡
野 

虎
太
朗
様
（
第
４
０
期
生
） 

〇
石
井 

達
徳 

様
（
第
４
０
期
生
） 

〇
福
井 

清
一 

様
（
第
４
１
期
生
） 

〇
髙
橋 
那
欧 

様
（
第
４
１
期
生
） 

〇
石
川 
僚
高 

様
（
第
４
１
期
生
） 

参
加
者 
保
護
者
・
来
客 

〇
徳
重 

辰
男 
様
（
３
２
期
生
保
護
者
） 

〇
石
井 

孝
徳 
様
（
４
０
期
４
３
期
生
保
護
者
） 

〇
石
井 

聡
子 

様
（
４
０
期
４
３
期
生
保
護
者
） 

〇
永
尾 

正
和 

様
（
４
２
期
生
保
護
者
） 

〇
永
尾 

文
子 

様
（
４
２
期
生
保
護
者
） 

〇
國
友 

利
里 

様
（
３
９
期
４
３
期
生
保
護
者
） 

〇
角 

 

貴
子 

様
（
４
２
期
生
保
護
者
） 

〇
末
松 

稔 
 

様
（
４
３
期
生
保
護
者
） 

〇
本
多 

他
一 

様
（
４
３
期
生
保
護
者
） 

〇
本
多 

緑 
 

様
（
４
３
期
生
保
護
者
） 

〇
中
村 

寿
則 

様
（
４
３
期
生
保
護
者
） 

〇
中
村 

し
の
ぶ
様
（
４
３
期
生
保
護
者
） 

〇
武
久 

祥
子 

様
（
４
３
期
生
保
護
者
） 

〇
谷
口 

由
美
香
様
（
４
３
期
生
保
護
者
） 

〇
渕
上 

英
敏 

様
（
３
８
期
４
４
期
生
保
護
者

） 

〇
渕
上 

恵
子 

様
（
３
８
期
４
４
期
生
保
護
者

） 

〇
三
島 

仁
志 

様
（
４
４
期
生
保
護
者
） 

〇
三
島 

由
加
里
様
（
４
４
期
生
保
護
者
） 

〇
三
島 

葉
月 

様
（
周
船
寺
少
年
剣
道 

６
年
生

） 
 

※
受
付
に
記
載
分
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

他
多
く
の
方
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

この夏だけは、負けてはならん！！ 

Ｏ
Ｂ
事
務
局
長 

杉
野
さ
ん
の
稽
古
挨
拶 

昨年度卒業生 


